
『高校卒業者の地域定着・移動の規定要因――19 歳県民人口の男女差との関係から』 

 

１．はじめに 

 本稿では、2022 年に実施した「県内高校生の地域定着・移動希望についての調査」のデ

ータを用いて、どのような要因により高校卒業後の地域定着や地域移動が起きるのかを検

証しました。富山県では、19 歳あたりで急激な人口減少が起きます。また、そのタイミン

グで県内人口の男女差が大きくなっています。なぜこのようなことが起きるのでしょうか。

タイミング的に考えて、おそらく進学や就職がかかわっていると考えられます。そこで高校

卒業者の地域定着・移動の規定要因や、定着人口に男女差が生まれる要因を明らかにするた

めに、富山県内の７つの高校に在学中の高校三年生の皆さんに 2022 年 9 月から 10 月にか

けて実施したアンケートの結果を用いて検証しました。 

 

２．年齢別県民人口の推移 

富山県の年齢別人口は、19 歳時点で急激な減少と男女差の拡大が起こります。図１は富

山県の年齢別人口を示したものです。19 歳ごろを契機に人口が急激に減少しています。そ

して人口の男女差が大きくなっています。1 これは令和２年のデータですが、過去 20 年の

他の複数の国勢調査データをみても 19歳ごろの人口減少と男女差拡大を観察することがで

きます。つまり、ある世代に起きた特殊な現象（「コホート効果」）というわけではなく、複

数の世代が共通して経験する現象であるといえます。なぜこのようなことが起きるのかを

本稿では検証していきたいと思います。  

 

図１：富山県の年齢別人口（0~50 歳、2020 年） 

                                                   
1 なお、19 歳人口の男女差については近年拡大しています。要因の一つとしては、工業

科の学生の進学率の変遷、および、女子の進学先の変化があげられます。工業科の就職

率・進学率は一定ではなく、経年変化があり、たとえば工業科男子の就職率は 2000 年に

は 56.3%と低くなっていたのですが、2020 年には 72.5%と高くなっています。おそらく

景気の変動や雇用側の事情などの要因が関わっている可能性があります。また、女子の進

学先については、かつて女子は進学先として短大を選ぶ割合が高かったですが、近年四年

制大学への進学率が高まっています。短大や専門学校に進学する場合は県内進学が多いで

すが（表７）、四年制は県外進学が多くなります（県内の四年制大学が少ないため）。結果

として、四年制大学に進学する女子が増えると、県外に移動する女子が増えるという現象

が起きると考えられます。 



 

（令和２年国勢調査より作成） 

 

３．調査にご協力いただいた７つの高校について 

 本題にうつる前に、ご協力いただいた７つの高校についてご紹介させていただきます。２

つの専門科高校（工業科と商業科）と５つの普通科高校（普通科を中心とした高校で、一部

専門科も含まれています）の高校 3 年生の皆様に調査をご協力いただきました。７つの学

校は匿名としますが、専門科高校（１と２）と普通科高校（１～５）に分けて分類しました。

普通科高校については、高校卒業直後の就職率の高い順に並べてあります（なお、普通科高

校４と５の高校卒業後の就職率は同率です）。回答者中の女子割合も併記してあります。な

お、基本的に高校３年生の全数を対象に調査をお願いいたしましたが、専門科高校２と普通

科高校１については学年のうち１部のクラスの方のみにご回答いただいております。2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2 そのため、その２校については当該分析中のサンプルが、その学校の学生全体の平均的

な状況を示していない可能性があります。 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

0
歳

2
歳

4
歳

6
歳

8
歳

1
0
歳

1
2
歳

1
4
歳

1
6
歳

1
8
歳

2
0
歳

2
2
歳

2
4
歳

2
6
歳

2
8
歳

3
0
歳

3
2
歳

3
4
歳

3
6
歳

3
8
歳

4
0
歳

4
2
歳

4
4
歳

4
6
歳

4
8
歳

5
0
歳

男性 女性

19 歳ごろに 

急激な人口減。 

男女差拡大 



表１：学校のプロフィール（高校卒業後に希望する進路とサンプル中の女子割合）3 

 

 

４．誰が地元就職を選んでいるのか？ 

・進路希望と県内・県外就職 

地元就職を希望しているのはどういう方なのでしょうか。アンケートデータを用いて、進

路希望（就職・進学）と希望する就職地域との関係を検証したのが表２になります。（将来

の）地元就職を希望する傾向が強いのは、高校卒業後の進路選択において「就職」を希望す

る人でした。高校卒業後の進路で「就職」を希望する方の合計 159 名を 100%として見た場

合、その 94.3%が「富山・石川」での就職を希望しています。4 一方で、「進学」を希望し

た方(714 名)を 100%として見た場合には、そのうち「富山・石川」を希望する方は 38.8%

です。進学希望者にとって就職はしばらく先の話でもあるせいか「わからない」と答える割

合も多くなっています（36.8%）。 

なお、就職を希望する方のうち圧倒的多数（93.1%）が富山県内での就職を希望されてい

ました。高校卒業後の進路として就職を希望される方は、県内定着意欲が高いということが

                                                   
3 残差分析という統計分析手法により 5%水準で統計的に有意な（誤差の範囲とは見なせ

ないレベルの偏りがある）組み合わせを太字とイタリックで示しました。その組み合わせ

において偏りが多くなっている場合には太字を、少なくなっている場合にはイタリックで

表示しました。 
4 この数値は、富山県が公表している数値とも整合性のある数値となっています。富山県

は平成 30 年時点の高校卒業者時就職者の県内就職割合は全国２位で、94.1%であると公表

しています（富山県「卒業後の状況調査」富山県ホームページ, 2022 年 11 月 29 日取得, ( 

https://www.pref.toyama.jp/sections/1015/lib/ga_kihon/_rep30/report09.html).） 

就職 進学 合計 サンプルの

中の  女子
割合

専門科高校１（工業科） 実数 97 32 129 4.90%

行％ 75.2% 24.8% 100.0%

専門科高校２（商業科） 実数 1 23 24 73.90%

行％ 4.2% 95.8% 100.0%

普通科高校１ 実数 16 17 33 60.00%

行％ 48.5% 51.5% 100.0%

普通科高校２ 実数 28 110 138 50.70%

行％ 20.3% 79.7% 100.0%

普通科高校３ 実数 27 113 140 60.60%

行％ 19.3% 80.7% 100.0%

普通科高校４ 実数 0 181 181 65.50%

行％ 0.0% 100.0% 100.0%

普通科高校５ 実数 0 268 268 55.00%
行％ 0.0% 100.0% 100.0%

合計 実数 169 744 913 50.90%
行％ 18.5% 81.5% 100.0%



わかりました。 

表２：進路希望と希望就職地域 

 

 

・高校タイプと県内・県外就職 

地元就職を希望するかどうかに学校タイプは関係しているのでしょうか。アンケート調

査結果の分析によると、通っている高校のタイプによって、地元就職を希望するかどうかに

は差があることがわかりました。 

  結果は表３に示しています。それぞれの学校の生徒の皆さんが「富山・石川」「東京・

大阪・名古屋などの大都市圏」「その他の地域」「わからない」を選択された人数（実数）と

その割合（行％）を示しています。 

 結果をみると、通っている学校によって地元就職希望の割合はかなり異なることがわか

ります。もっとも顕著なのは専門科高校１（工業科）です（表３）。82.1%の方が「富山・石

川」への就職を希望されています（富山県内希望者は 81.3%）。地元就職志向が強いことが

わかります。専門科高校１は高校卒業後の進路選択として「就職」を希望される方が 75.2%

と多くなっています（表１）。5富山県では製造業が盛んであり、工業科の高校を卒業された

方にとって条件のよい魅力的な仕事が地元に多いことが地元就職意欲の高さの一因になっ

ていると考えられます。 

 ただし、同じ専門科高校でも、異なる専門科の高校（専門科高校２、商業科）では就職先

において地元を希望する傾向は低くなっていました（表３）。また、卒業後の進路として就

職を選ぶ割合も低くなっています（表１）。6 専門科高校といっても分野により地元就職を

                                                   
5 なお、学校基本調査（令和 3 年）によれば、県内の工業科高校卒業生のうち就職された

方は 64.9%でした。専門科高校１の就職希望率よりは低いですが、それでも富山県全体を

見た場合でも、工業科の卒業生は他のどの科の学生と比べても、卒業後の進路として就職

を選ぶ傾向があることがわかります。（富山県「令和３年度 学校基本調査 統計表」富

山県ホームページ, 2022 年 11 月 29 日取得，

（https://www.pref.toyama.jp/sections/1015/lib/ga_kihon/_rep3/toukei_excel.html））. 
6 専門科高校２の回答者が進路として就職を選ぶ割合が 4.2%と低いのですが、富山県全体

の商業科の傾向（令和３年の商業科卒業生の就職率が 32.1%）からみるとかなり低くなっ

ています。ただ、県全体でみても、工業科とくらべた場合には商業科の就職率は半分以下

であり、低い傾向にあります（令和３年度卒業生の就職率は工業科が 64.9%、商業科が

32.1%）。（富山県 前掲ホームページ）. 

 

富山・石川
東京・大
阪・名古屋 その他 わからない 合計

就職 実数 150 1 3 5 159

行％ 94.3% 0.6% 1.9% 3.1% 100.0%

進学 実数 277 158 16 263 714

行％ 38.8% 22.1% 2.2% 36.8% 100.0%

合計 実数 427 159 19 268 873

行％ 48.9% 18.2% 2.2% 30.7% 100.0%



希望するかどうかはかなり異なることがわかります。 

 普通科高校については、高校卒業後の就職率が高い高校ほど、地元就職を希望する割合が

高いことがわかりました。一方、高校卒業後の就職率が低い高校（進学率が高い高校）では

地元就職を希望する割合は低い傾向にあります。特に、普通科高校５ではこの傾向が顕著で

した。また、普通科高校４と５では「わからない」と答える割合も多くなっていました。 

 

表３：学校タイプと就職希望地域 

 

 

・女性は県外就職を選ぶのか？ 

 では、県内の女子高校生は県外志向が強いのでしょうか？アンケートデータを用いて検

証してみました（表４）。図１によれば、19 歳くらいを契機に県民人口が減り、特に女性の

人口は男性に比べて減り方が激しいことがわかります。つまり、女性のほうがより県外に移

動しているといえるのです。しかし、表４をみると必ずしもそうとは言えないことがわかり

ます。 

表４は、同じ高校内において男女で就職希望地域に差があるかどうかを検証した結果で

す。 学校ごとに見ると、ほとんどの高校では、同じ学校内において就職希望地域に男女差

はありません。 

唯一違いがあるのが、専門科高校２と普通科高校５です。専門科高校２では女性の方が男

性より「東京・大阪・名古屋」を希望する割合が高く、また、「わからない」と答える割合

が高くなっています。一方、普通科高校５では、その逆の傾向が観察されました。女性は男

性よりも地元「富山・石川」を希望する割合が高くなっていました。 

つまり、ほとんどの高校では就職希望地域について学校内での男女差はないのです。一部

富山・石川

東京・大

阪・名古屋 その他 わからない 合計

専門科高校１（工業科） 実数 101 8 1 13 123

行％ 82.1% 6.5% 0.8% 10.6% 100.0%

専門科高校２（商業科） 実数 10 5 0 8 23

行％ 43.5% 21.7% 0.0% 34.8% 100.0%

普通科高校１ 実数 21 1 1 8 31

行％ 67.7% 3.2% 3.2% 25.8% 100.0%

普通科高校２ 実数 89 17 5 23 134

行％ 66.4% 12.7% 3.7% 17.2% 100.0%

普通科高校３ 実数 83 21 2 31 137

行％ 60.6% 15.3% 1.5% 22.6% 100.0%

普通科高校４ 実数 76 23 2 75 176

行％ 43.2% 13.1% 1.1% 42.6% 100.0%

普通科高校５ 実数 49 84 8 110 251

行％ 19.5% 33.5% 3.2% 43.8% 100.0%

合計 実数 429 159 19 268 875

行％ 49.0% 18.2% 2.2% 30.6% 100.0%



の就職希望地域に男女差のある高校においても、必ずしも女性の県外希望が高いわけでは

ありません。しかし合計で見ると（図１）女性が県外に出ていく割合が高くなっている。こ

れはどのように考えたらよいのでしょうか。 

次に進路希望（就職または進学）についても、アンケートデータを用いて学校ごとに検証

してみました（表５）。こちらも、誤差の範囲を超えるような男女差はありません。ただし、

「合計」になると、就職希望の男性の割合の方が高くなっています。つまり、同じ学校内で

は就職・進学希望や、就職地域には差がない（ほとんどない）にもかかわらず、全体で見て

みると男女差があるということになります。これはどういうことでしょうか？学校内では

差はないけれど、学校外では差があるということです。そもそもどのタイプの高校に進学す

るかに男女差があるということが、県外移動の男女差の原因の一つであると考えられます。 

工業科は圧倒的に男性が多く、県内就職希望も強いことがわかっています。そして工業

科では女性割合が非常に低い傾向があります（専門科高校１で女性割合が５%程度、県内

全体を対象とした学校基本調査でも 15.2%程度でした7）。この工業科における男女差が、

地元就職率にも影響していると考えられます。富山県内には工業科がある高校が 12 校あ

り（うち全日制は９校）学生数も 1 学年あたり 1166 人程度です。その学生の多くが男性

であり、多くが高校卒業後に就職を希望し、さらにそのほとんどが高校卒業後に地元就職

をします。そうなると、全体でみると男性のほうが地元就職する人が多くなると考えられ

ます。 

表６は「令和２年度学校基本調査」の統計ですが、全国と北陸 4 県の男女別就職率や大

学等進学率を示したものです。これで見ると富山県は、高校卒業生における就職者の割合

の男女差が他県や全国よりも大きいことがわかります。高校卒業時の進路として就職を選

んだ人の男女差が 661 人ということですが、これがちょうど工業科卒業者のうちの地元就

職をした人数のうち、かなりの部分を占めていると考えられます。 

 

５．結果のまとめ 

 本稿では、2022 年に実施した「県内高校生の地域定着・移動希望についての調査」のデ

ータを用いて、どのような要因により高校卒業後の地域定着や地域移動が起きるのかを検

証しました。 

 地域定着・移動希望に大きく影響していたのは、高校卒業後の進路（就職か、進学か）

でした。就職希望者の 93.1%が富山県内での就職を希望していました（石川まであわせる

と 94.3%）。 

 さらに、通っている学校タイプによっても地域定着・移動希望は影響を受けていまし

                                                   
7 令和３年度学校基本調査によれば、県内工業科の卒業生の中で女性割合が 15.2%でし

た。ただし、現在の在籍学生については割合が増えています。令和３年度に県内の工業科

に在籍している学生（全学年）は男性が 2963 人、女性が 536 人となっています。 

 



た。工業科の学生は地域定着希望が強い傾向にあることや、いわゆる「進学校」である普

通科高校では東京・大阪・名古屋などの大都市での就職希望や「わからない」と答える割

合が高くなっていました。 

 また、女性の地域移動の高さについても検証を行いました。同じ高校内で比べると、女

子学生と男子学生では地域定着・移動希望に差はほとんどありません（専門科高校２と普

通科高校５以外）。「学校内」での差は少ないものの、「学校外」での差――つまり、そも

そもどのタイプの学校を選ぶかの男女差が地域移動の男女差に関わっていると考えられま

す。女子は地域定着しやすい工業科を選ぶ割合が少ないことが、地域移動の男女差の一因

になっていると考えられます。 

 

・若者の地域定着を増やすにはどうしたらよいのか？ 

 若者の地域定着は県の重要な政策課題となっています。もし若者の地域定着を増やした

いとしたらどうすればよいのでしょうか。一つには、高校の工業科に進学する女性が増え

て地元製造業へ就職する女性が増えれば、地域定着する若者の全体数は増えると考えられ

ます。そのための支援や工夫をしていくことが必要です。女性が工業科進学や製造業への

就職することのメリットや将来性を伝える。女性が学びやすく、働きやすいように設備や

制度などを整えていく。工業科に進学し、製造業で活躍する女性のロールモデルについて

もっと伝えていく。などの工夫があると考えられます。 

 また、製造業以外で魅力的な就職先を県内に増やすことも役立つと考えられます。富山

県内はサービス業の割合が少ないので、文系の科目を学んだ学生にとって魅力的な勤務先

が少ないという問題があります。全国的に見ても、女性はサービス業に就く割合が高くな

っています。サービス業、特に、高所得が得られるような魅力的なサービス業の働き場所

を県内に増やすことができれば、地元で働きたいという若者（特に女性）は増えると考え

られます。 

 さらには、県内で育った若者がそのまま県内に定着するという道以外にも、U ターン、I

ターンなどで県内在住の若者を増やしていくことも重要です。いったん進学や就職などで

県外にでた若者が富山に戻りやすくしたり（U ターン）、もともと県外で育った人たちの

富山への移住を増やしたり（I ターン）することがますます必要となってきます。 

 

・県内から貢献する道、県外から貢献する道 

 富山県に定着をして県内から富山県を支えたいという若者が増えることは地方創生の上

でとても大切です。若者が県内からいなくなると、地方の経済の発展も鈍化し、出生率も

下がってしまいます。富山を愛し、富山に根をおろし、富山を内側から支えていく若者の

皆さんがいるからこそ富山が続いていきます。一方で、ふるさとを支える道は一つではあ

りません。県外からふるさとを支えることも可能です。たとえば、県外進学・就職した後

にＵターンで富山に戻ってくる。ふるさと納税などを通じてふるさとに貢献する。富山県



の良さを県外の人に伝える。これらのことでもふるさとに貢献したりすることができま

す。今回、若者の地域定着に焦点を当てましたが、県外に移動を希望しているから悪いと

いうことでは決してないということを申し添えておきます。 

最後になりましたが、大変にお忙しい中、快く調査にご協力くださった高校の先生方、

高校 3 年生の皆様、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表４：学校タイプと就職希望地域（男女別） 

 

富山・石川

東京・大

阪・名古屋 その他 わからない 合計

専門科高校１ 男性 実数 94 8 1 13 116

行％ 81.0% 6.9% 0.9% 11.2% 100.0%

女性 実数 6 0 0 0 6

行％ 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

合計 実数 100 8 1 13 122

行％ 82.0% 6.6% 0.8% 10.7% 100.0%

専門科高校２ 男性 実数 5 0 1 6

行％ 83.3% 0.0% 16.7% 100.0%

女性 実数 5 5 7 17

行％ 29.4% 29.4% 41.2% 100.0%

合計 実数 10 5 8 23

行％ 43.5% 21.7% 34.8% 100.0%

普通科高校１ 男性 実数 9 0 1 2 12

行％ 75.0% 0.0% 8.3% 16.7% 100.0%

女性 実数 11 1 0 6 18

行％ 61.1% 5.6% 0.0% 33.3% 100.0%

合計 実数 20 1 1 8 30

行％ 66.7% 3.3% 3.3% 26.7% 100.0%

普通科高校２ 男性 実数 44 6 4 12 66

行％ 66.7% 9.1% 6.1% 18.2% 100.0%

女性 実数 45 11 1 11 68

行％ 66.2% 16.2% 1.5% 16.2% 100.0%

合計 実数 89 17 5 23 134

行％ 66.4% 12.7% 3.7% 17.2% 100.0%

普通科高校３ 男性 実数 30 10 2 12 54

行％ 55.6% 18.5% 3.7% 22.2% 100.0%

女性 実数 53 11 0 19 83

行％ 63.9% 13.3% 0.0% 22.9% 100.0%

合計 実数 83 21 2 31 137

行％ 60.6% 15.3% 1.5% 22.6% 100.0%

普通科高校４ 男性 実数 21 8 1 30 60

行％ 35.0% 13.3% 1.7% 50.0% 100.0%

女性 実数 55 14 1 44 114

行％ 48.2% 12.3% 0.9% 38.6% 100.0%

合計 実数 76 22 2 74 174

行％ 43.7% 12.6% 1.1% 42.5% 100.0%

普通科高校５ 男性 実数 15 45 3 49 112

行％ 13.4% 40.2% 2.7% 43.8% 100.0%

女性 実数 34 38 5 60 137

行％ 24.8% 27.7% 3.6% 43.8% 100.0%

合計 実数 49 83 8 109 249

行％ 19.7% 33.3% 3.2% 43.8% 100.0%

合計 男性 実数 218 77 12 119 426

行％ 51.2% 18.1% 2.8% 27.9% 100.0%

女性 実数 209 80 7 147 443

行％ 47.2% 18.1% 1.6% 33.2% 100.0%

合計 実数 427 157 19 266 869

行％ 49.1% 18.1% 2.2% 30.6% 100.0%



表５：学校タイプと進路希望（男女別） 

 

就職 進学 合計

専門科高校１ 男性 実数 90 31 121

行％ 74.4% 25.6% 100.0%

女性 度数 6 1 7

行％ 85.7% 14.3% 100.0%

合計 実数 96 32 128

行％ 75.0% 25.0% 100.0%

専門科高校２ 男性 実数 0 7 7

行％ 0.0% 100.0% 100.0%

女性 実数 1 16 17

行％ 5.9% 94.1% 100.0%

合計 実数 1 23 24

行％ 4.2% 95.8% 100.0%

普通科高校１ 男性 実数 7 6 13

行％ 53.8% 46.2% 100.0%

女性 実数 9 10 19

行％ 47.4% 52.6% 100.0%

合計 実数 16 16 32

行％ 50.0% 50.0% 100.0%

普通科高校２ 男性 実数 15 53 68

行％ 22.1% 77.9% 100.0%

女性 実数 13 57 70

行％ 18.6% 81.4% 100.0%

合計 実数 28 110 138

行％ 20.3% 79.7% 100.0%

普通科高校３ 男性 実数 9 48 57

行％ 15.8% 84.2% 100.0%

女性 実数 18 65 83

行％ 21.7% 78.3% 100.0%

合計 実数 27 113 140

行％ 19.3% 80.7% 100.0%

普通科高校４ 男性 実数 62 62

行％ 100.0% 100.0%

女性 実数 117 117

行％ 100.0% 100.0%

合計 実数 179 179

行％ 100.0% 100.0%

普通科高校５ 男性 実数 121 121

行％ 100.0% 100.0%

女性 実数 145 145

行％ 100.0% 100.0%

合計 実数 266 266

行％ 100.0% 100.0%

合計 男性 実数 121 328 449

行％ 26.9% 73.1% 100.0%

女性 実数 47 411 458

行％ 10.3% 89.7% 100.0%

合計 実数 168 739 907

行％ 18.5% 81.5% 100.0%



表６：北陸 4 県と全国の高校卒業者の進路（男女別） 

 

（令和２年 学校基本調査）  

 

表７：進学希望別、進学希望地域 

 

 

新 潟 男性 9,324 47.6 20.3 2,240 24.0

女性 8,987 49.2 31.9 1,288 14.3

富 山 男性 4,642 50.8 10.6 1,308 28.2
女性 4,550 60.0 21.4 647 14.2

石 川 男性 5,357 52.8 11.3 1,425 26.6
女性 5,061 60.3 18.0 807 15.9

福 井 男性 3,664 56.2 10.6 957 26.1
女性 3,596 57.6 19.5 698 19.4

全       国 男性 523,777 53.2 13.3 111,212 21.2
女性 513,507 58.3 20.5 69,348 13.5

計

大　 学
等

進 　学
率

(％)

専 修 学
校

(専門課
程)

進   学
率

(％)

卒業者に
占める

就職者の
割合
(％)

就職者

富山 石川 長野 新潟 福井

東京・大
阪・名古
屋等の大
都市 その他

 わから
ない 合計

国公立大学 実数 107 46 12 8 1 181 50 42 447

行% 23.9% 10.3% 2.7% 1.8% 0.2% 40.5% 11.2% 9.4% 100.0%

私立大学 実数 18 32 1 1 3 57 10 4 126

行% 14.3% 25.4% 0.8% 0.8% 2.4% 45.2% 7.9% 3.2% 100.0%

国公立の短大 実数 2 0 0 0 0 0 2 0 4

行% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0%

私立の短大 実数 34 4 0 0 0 3 2 0 43

行% 79.1% 9.3% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 4.7% 0.0% 100.0%

専修・専門学校 実数 82 13 0 2 0 17 3 0 117

行% 70.1% 11.1% 0.0% 1.7% 0.0% 14.5% 2.6% 0.0% 100.0%

その他 実数 4 0 0 0 0 0 1 1 6

行% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 100.0%

合計 実数 247 95 13 11 4 258 68 47 743

行% 33.2% 12.8% 1.7% 1.5% 0.5% 34.7% 9.2% 6.3% 100.0%


